











































・ 美術作品は≪	 	 ≫で示した。	
・	引用文献は「	 	 」で示し。単行本・新聞・雑誌名は『	 	 』で示した。	








・	脚注番号、図版番号ともに各章ごとに振り分け、第 1章図版 1を【図 1−1】と
記した。 
・	図版にあげたうち、所蔵に関して確認できなかった作品は所蔵不明と記した。 
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	 第 4 章では、現代における情景の表現の可能性を、筆者自身による制作実践
を通して検証する。特に情景の表現を目指したことによる制作上の意識の変化、
モチーフの選択と構成によって生じた作品の空間に関して分析する。	
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作数はわずか 14 点であり、審査員であった新海竹太郎の出品作 2点を合わせた
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図 2−16 で示した≪竹取翁≫は 1921 年に制作したものであるが、1910 年の日本
























	 1910 年と 1921 年の≪竹取翁≫は共に、地山によって「場所」が表され、モチ
ーフや人物像の動勢によって物語の流れである時間性が表されている。モチー
フの構成によって表された場面には風景としての広がりを示唆する空間が生ま





































































































































































	 川上邦世は、1886 年東京で生まれた。1902 年東京美術学校彫刻科撰科へ入学
し、高村光雲に学んだ。在学中の 1905 年第１回彫塑同窓会展へ出品。卒業し、
1907 年の第 1 回文展に入選を果たした。第 4 回日本彫刻会展にも彫刻 2 展を出
品、1912 年ヒュウザン会第 1 回展にも参加した。日本彫刻会へは継続的に出品
し、文展にも第 8 回展で再び入選。1916 年には再興第 3 回院展で初入選し、内
紛が始まった日本彫刻会から、同院へ発表の場を移している。佐藤朝山と双璧









































































































































































































































































































































































































































































































年、1946 年に開かれた第 2回日展出品作の≪砂浜≫【図 2−51】の亀、翌年の第
3 回日展出品作の≪しろうさぎ≫【図 2−52】のうさぎをはじめ、1965 年の≪古
の話≫【図 2−53】では男の持つマスク、翌年≪かがみ≫【図 2−54】の裸婦が持
つ鏡、1970 年≪星羅≫にみられる金属線でつくられた 3 人の頭の被り物、1982
年≪新聞≫【図 2−55】の新聞、1983 年≪ムーランルージュの夜≫【図 2−56】の
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72	  復刻版『純粋彫刻論』(著)橋本平八	有限会社伊勢文化舎	22 頁	2012 年	
73	 『日本美術院百年史	第 6巻』(編)日本美術院百年史編集委員	財団法人日本	
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74	 高村光太郎：「上野の彫刻諸相」『読売新聞』9月 14 日	読売新聞社	1930 年	
75 「院展の彫刻」『東京日日新聞』（著）石井鶴三	9 月 18 日	東京日日新聞社	
	 		1930 年	
76	 復刻版『純粋彫刻論』(著)橋本平八	有限会社伊勢文化舎	44 頁	2012 年	
77	 橋本平八：復刻版『純粋彫刻論』(著)橋本平八	有限会社伊勢文化舎	13 頁	
	 		2012 年	
78	 藤井明：『近代日本彫刻集成	 第三巻	 昭和前期編』(編)田中修二	株式会	
	 	 社国書刊行会	29 貢	2013 年	
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	 	 国書刊行会	511 貢	2012 年 
80	 齊藤祐子：『近代日本彫刻集成	 第二巻	 明治後期・大正編』(編)田中修二		
	 		株式会社国書刊行会	159 貢	2012 年	
81	「彫刻受難史」『美之国』（著）大蔵雄夫	11 巻 8、9 号	美之国社	1935 年	
82	 『近代日本彫刻集成	 第二巻	 明治後期・大正編』(編)田中修二	株式会社	
	 		国書刊行会	451 貢	2012 年	
83	 「『これは彫刻になっております』－木村五郎の彫刻とその生涯―」(著)	




	 	夫木村五郎研究会	124 頁	1999 年	
86	 『童心の彫刻家	 木村五郎資料集Ⅰ』(編)藤井虎雄、時得孝良、大西外	
	 	美夫木村五郎研究会	200 頁	1999 年	
87  「第 3 回美術展覧会合評」『帝国文学』同人合評（記）黒田鵬心	15 巻 11	
		 	号	1909 年【『近代日本彫刻集成	 第二巻	 明治後期・大正編』(編)田中修	
	 		二	株式会社国書刊行会	15 貢	2012 年より】	
88	 『近代日本彫刻集成	 第二巻	 明治後期・大正編』(編)田中修二	株式会社	
	 	国書刊行会	457 貢	2012 年	
89	 『近代日本彫刻集成	 第二巻	 明治後期・大正編』(編)田中修二	株式会社	
	 	国書刊行会	451 貢	2012 年	
90	 『近代日本彫刻集成	 第三巻	 昭和前期編』(編)田中修二	株式会社国書	
	 	刊行会	572 頁	2013 年	
91	 『近代日本彫刻集成	 第二巻	 明治後期・大正編』(編)田中修二	株式会	
	 	社国書刊行会	155 貢	2012 年	
92	 『近代日本彫刻集成	 第二巻	 明治後期・大正編』(編)田中修二	株式会	
	 	社国書刊行会	489 貢	2012 年	
93	 『わが人生	 圓鍔勝三』（著）圓鍔勝三	有限会社時の美術社	56 頁	1989 年	




                                                                                                                                
96  圓鍔勝三：『わが人生	 圓鍔勝三』（著）圓鍔勝三	有限会社時の美術社	57	
	 	頁	1989 年	
97	 『わが人生	 圓鍔勝三』（著）圓鍔勝三	有限会社時の美術社	258 頁	1989 年	
98	  圓鍔勝三：「テーマにより選択」『東京タイムス』昭和 60 年 12 月 8 日号	1985	
	 	 年	
99	 「日本木彫芸術の最高峰」『アートマガジン』（著）植村鷹千代	第 1巻第 8	
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100	 圓鍔勝三、江崎眞澄：「時代を彫る」『知識』2月号	38 項	1989 年	
101	 『淀井敏夫	100 年の歩み』（編）あさご芸術の森美術館	48 頁	2011 年	
102	 淀井敏夫：『淀井敏夫	100 年の歩み』あさご芸術の森美術館	51 頁	2011 年	
103	 99 に同じ。 
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112	 109 に同じ。	
113	 『山本正道展図録』(監)酒井哲朗、山本正道展実行委員会	空間造形コンサ	
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ことが出来る。他にも第 1 章、第 2 章であげた山崎朝雲の≪滄溟≫【図 1—13】、
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35	 源豊宗：「日本美術の文学的指向性」『美術講演会（第 14 回）講演録』(著)	




















































































































































































































4−2	 2011 年から 2016 年における制作実践 
	 4−2−1	 モチーフの構成による空間性への意識の芽生え 
	 筆者はこれまで木材や粘土によって彫刻を制作してきたが、作品の主題とし

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4−5	 第 4 章の概括	




















































	 人文	11 頁	1975 年	
3	 『茨城新聞』5月 11 日 A 版文化 17 面 2015 年	
4	 高山淳：『美術の窓』7	No.382	242 頁	2015 年	
5	 岩の形を表した、須弥山を象徴化した台座。主に不動明王や十二神将など顔	
に怒りをたたえた仏像が乗る。	


























































































































































































































































































































































































































































・	『世界の美術全集』第 32 巻	(著)大隅為三	平凡社版	1929 年	
・	『岩波	 世界の美術	 エジプト美術』(著)ヤロミール・マレク	株式会社岩
波書店	2004 年	
・	『近代日本	 アート・カタログ・コレクション 009	 太平洋画会	第 1 巻』
(監)青木茂、(編)東京文化財研究所	株式会社ゆまに書房	2001 年	
・	『近代日本	 アート・カタログ・コレクション 010	 太平洋画会	第 2 巻』
(監)青木茂、(編)東京文化財研究所	株式会社ゆまに書房	2001 年	
・	『近代日本	 アート・カタログ・コレクション 011	 太平洋画会	第 3 巻』	
・	(監)青木茂、(編)東京文化財研究所	株式会社ゆまに書房	2001 年	
・	『近代日本	 アート・カタログ・コレクション 085	 東京彫工会	第 1 巻』
(著)田中修二、国立文化財機構東京文化財研究所、(監)青木茂	株式会社ゆ
まに書房	2008 年	
・	『近代日本	 アート・カタログ・コレクション 086	 東京彫工会	第 2 巻』
(著)田中修二、国立文化財機構東京文化財研究所、(監)青木茂	株式会社ゆ
まに書房	2008 年	
・	『近代日本	 アート・カタログ・コレクション 087	 東京彫工会	第 3 巻』
(著)田中修二、国立文化財機構東京文化財研究所、(監)青木茂	株式会社ゆ
まに書房	2008 年	
・	『近代日本	 アート・カタログ・コレクション 088	 構造社・新構造社	昭
和 2 年−18 年』(著)田中修二、国立文化財機構東京文化財研究所、(監)青木
茂	株式会社ゆまに書房	2008 年	


























































・	「ラグーザ先生の事ども」『アトリエ』第 11 巻第 1号	アトリエ社	1934 年	
・	『文部省第 1 回美術展覧会図録』(編)文部省	株式会社審美書院	1907 年	
・	『文部省第 2 回美術展覧会図録』(編)文部省	株式会社審美書院	1908 年	
・	『文部省第 3 回美術展覧会図録』(編)文部省	株式会社審美書院	1909 年	
・	『文部省第 4 回美術展覧会図録』(編)文部省	株式会社審美書院	1910 年	
・	『文部省第 5 回美術展覧会図録』(編)文部省	株式会社審美書院	1911 年	
・	『文部省第 6 回美術展覧会図録』(編)文部省	株式会社審美書院	1912 年	
・	『文部省第 7 回美術展覧会図録』(編)文部省	株式会社審美書院	1913 年	
・	『文部省第 8 回美術展覧会図録』(編)文部省	株式会社審美書院	1914 年	
・	『文部省第 9 回美術展覧会図録』(編)文部省	株式会社審美書院	1915 年	
・	『文部省第 10 回美術展覧会図録』(編)文部省	株式会社審美書院	1916 年	
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・	『文部省第 11 回美術展覧会図録』(編)文部省	株式会社審美書院	1917 年	




















































































































































































































図 1−5	 ≪闇≫朝倉文夫	『文部省第 2 回美術展覧会図録』(編)文部省	株式会
社審美書院	109 頁	1908 年	
図 1−6	 ≪春≫北村四海『文部省第 2 回美術展覧会図録』(編)文部省	株式会社
審美書院	111 頁	1908 年	
図 1−7	 ≪秋≫北村四海『文部省第 2 回美術展覧会図録』(編)文部省	株式会社
審美書院	111 頁	1908 年	
図 1−8	 ≪寒山子≫米原雲海『文部省第 2 回美術展覧会図録』(編)文部省	株式
会社審美書院	103 頁	1908 年	
図 1−9	 ≪大葉子≫山崎朝雲	『文部省第 2 回美術展覧会図録』(編)文部省	株
式会社審美書院	108 頁	1908 年	
図 1−10	≪かめぶろ≫新海竹太郎	筆者撮影	














図 2−3	 ≪日曜日≫新海竹太郎	『新海竹太郎傳』(著)新海竹蔵	174 頁	1981 年	
図 2−4	 ≪大に得意（素人義太夫）≫新海竹太郎	『新海竹太郎傳』(著)新海竹
蔵	175 頁	1981 年	
図 2−5	 ≪模擬店の前≫新海竹太郎	『近代日本	 アート・カタログ・コレクシ




版企画 245 頁	2002 年	







図 2−12	≪東奥の乙女≫山崎朝雲	『文部省第 4 回美術展覧会図録』編集者文部
省	株式会社審美書院	1910 年	256 頁	






















図 2−23	≪シャベル≫川上邦世	『文部省第 8 回美術展覧会図録』(編)文部省	株
式会社審美書院	16 頁	1914 年	
図 2−24	≪恋≫川上邦世	『文部省第 9 回美術展覧会図録』(編)文部省	株式会
社審美書院	19 頁	1915 年		
図 2−25	≪雲≫川上邦世	筆者撮影	
図 2−26	≪風≫石井鶴三	『第 1 回帝国美術院展覧会図録第 3部（甲種）彫刻	第
4部美術工芸』(編)文部省	合資会社美術工芸会彫刻	13 頁	1936 年	
図 2−27	≪谷風≫冨永朝堂	『近代日本彫刻集成	 第三巻	 昭和前期編』(編)田
中修二	株式会社国書刊行会	122 貢	2013 年	
図 2−28	≪大空をゆく≫三木宗策	『近代日本彫刻集成	 第三巻	 昭和前期編』
(編)田中修二	株式会社国書刊行会	219 貢	2013 年	
図 2−29	≪水≫戸田海笛	『近代日本彫刻集成	 第二巻	 明治後期・大正編』(編)
田中修二	株式会社国書刊行会	90 貢	2012 年	











図 2−34	≪焼津の日本武尊≫木村五郎	『日本美術院第 12 回展覧会図録』(編)日
本美術院	大塚工藝社	彫刻 66 頁	1925 年	
図 2−35	≪春島冬日≫木村五郎	『大島婦人風俗絵葉書』	1932 年	
図 2−36	≪憩う溶爐工≫木村五郎	筆者撮影	
図 2−37	≪花の精≫北村四海	『文部省第 4 回美術展覧会図録』(編)文部省	株
式会社審美書院	273 頁	1910 年	




図 2−40	≪幻想≫橋本朝秀	『近代日本彫刻集成	 第二巻	 明治後期・大正編』
(編)田中修二	株式会社国書刊行会	180 貢	2012 年	
図 2−41	≪闇路の人々≫小倉右一郎	『近代日本彫刻集成	 第二巻	 明治後期・
大正編』(編)田中修二	株式会社国書刊行会	63 貢	2012 年	
図 2−42	≪暁天≫横江嘉純	『近代日本彫刻集成	 第三巻	 昭和初期編』(編)田
中修二	株式会社国書刊行会	140 貢	2013 年	
図 2−43	≪空≫齋藤素巖	『近代日本彫刻集成	 第二巻	 明治後期・大正編』(編)
田中修二	株式会社国書刊行会	122 貢	2012 年	
図 2−44	≪空≫(部分)齋藤素巖	『近代日本彫刻集成	 第二巻	 明治後期・大正
編』(編)田中修二	株式会社国書刊行会	122 貢	2012 年	
図 2−45	≪空≫(部分)齋藤素巖	『近代日本彫刻集成	 第二巻	 明治後期・大正
編』(編)田中修二	株式会社国書刊行会	122 貢	2012 年	





























































図 3−1	 ≪紙芝居≫山本正道	 『山本正道作品集』(著)山本正道	株式会社新潮
社	12 頁	1989 年	
図 3−2		≪決心≫新海竹太郎	 『新海竹太郎傳』(著)新海竹蔵	77 頁	1981 年	
図 3−3	 ≪地中海≫アリスティド・マイヨール	『ファブリ世界彫刻集	7	アリ
スティド・マイヨール』(著)アリスティド・マイヨール、(解説)高田
博厚	株式会社平凡社	図版解説 8 頁	1972 年	













図 3−10	≪音楽≫新海竹太郎	『第 4 回太平洋画会画集』金尾文淵堂	1905 年【『近
代日本	 アート・カタログ・コレクション 009	 太平洋画会	第 1 巻』
(監)青木茂、(編)東京文化財研究所	株式会社ゆまに書房	310 頁	2001
年より】	
図 3−11	≪乃木希典一家像≫長谷川栄作	『近代日本彫刻集成	 第二巻	 明治後
期・大正編』(編)田中修二	 株式会社国書刊行会	96 貢	2012 年	
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